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す
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カメラ
リポート

鎮魂と復興の思いを胸に

田野畑村復興祈念祭

復興祈念祭（６日）

～復興祈念の日～
アズビィホール周辺

手書きメッセージ入りの
灯籠を海に流した

田野畑小浜岩泉地区の子供たちが力強く「弥五兵衛太鼓」

松安知行さんが「田野畑の唄」熱く 青森県藤崎町「さわやかラブリーコーラス」が美声を響かせた

前夜祭（５日）

～鎮魂の日～
しおさい交流センター

夜空を彩った打ち上げ花火

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
７
カ

月
が
経
過
す
る
10
月
６
日
、
ア
ズ

ビ
ィ
ホ
ー
ル
周
辺
を
会
場
に
「
田

野
畑
村
復
興
祈
念
祭
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
村
の
１
日
も
早
い
復
興

を
願
っ
て
訪
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
。

郷
土
芸
能
や
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
を

楽
し
ん
だ
り
、
焼
き
物
や
鍋
料
理

を
味
わ
っ
た
り
し
て
会
場
に
あ
ふ

れ
る
笑
顔
。
復
興
へ
の
誓
い
を
一

つ
に
し
ま
し
た
。

　
前
日
の
５
日
に
は
、
し
お
さ
い

交
流
セ
ン
タ
ー
（
ホ
テ
ル
羅
賀
荘

隣
）
で
前
夜
祭
を
開
催
。
会
場
周

辺
に
並
べ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
の
光
が

幻
想
的
に
揺
れ
る
中
、
披
露
さ
れ

た
鎮
魂
の
舞
や
歌
声
。
海
岸
で
は

手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
書

か
れ
た
灯
籠
流
し
を
行
い
、
海
に

向
か
い
そ
っ
と
手
を
合
わ
せ
る
人

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

甲地鹿踊保存会は鎮魂の「大念仏」

漁協田野畑浜女性部の「鮭のつみれ汁」が振る舞われたオープニングは田野畑小スクバン 菅窪鹿踊が勇壮に舞う

たのはた児童館と若桐保育園の子供たちはかわいらしい踊り

北上市から「行山流口内鹿踊」 田中復興太鼓は心揺さぶる鼓動

「復興祈念もちまき」では餅を求める手の向こうに笑顔があふれた さわやかラブリーコーラスは２日目も美声 甲地鹿踊は激しく
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平成25年度上半期

財 況状政

■特別会計予算の状況　　※端数処理の関係で、合計額に若干の差が出ます

区　　　分 予　算　額 収　入　済　額 支　出　済　額

国 民 健 康 保 険 会 計
事 業 勘 定 5億7181万円 2億2801万円 2億5526万円

直 診 勘 定 1億4605万円 3541万円 6319万円

簡 易 水 道 会 計 11億8881万円 2524万円 4339万円

集 落 排 水 会 計 7億2961万円 3282万円 1865万円

下 水 道 会 計 4269万円 116万円 1511万円

介 護 保 険 会 計
事 業 勘 定 4億7421万円 2億1580万円 2億 14万円

サ ー ビ ス 勘 定 279万円 61万円 100万円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 3069万円 705万円 532万円

合　　　計 31億8665万円 5億4610万円 6億 206万円

■村有財産の状況
▼土地・建物・有価証券など

種　　別 増　減 合　　計

行政財産
建物 2,900㎡ 36,295㎡

土地 505㎡ 2,942,535㎡

普通財産
建物 219㎡ 26,265㎡

土地 －20,589㎡ 8,336,905㎡

合　計
建物 3,119㎡ 62,560㎡

土地 －20,084㎡ 11,279,440㎡

有価証券・その他 0 4億4518万円

上
半
期
の
財
政
状
況

一
般
会
計
の
予
算
額
は

218
億
８
６
４
２
万
円
に

　
25
年
度
上
半
期
の
一
般
会
計

予
算
額
は
、
総
額
11
億
４
６
４

２
万
円
を
補
正
し
、
２
１
８
億

８
６
４
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
同
期
に
比
べ
88
億
３
３
７

０
万
円
（
67
・
７
％
）
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
に
対
す
る
収
支

の
割
合
は
、
収
入
が
24
億
７
９

０
４
万
円
で
11
・
３
％
、
支
出

が
17
億
２
９
９
０
万
円
で
７
・

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
や

住
宅
再
建
支
援
を
追
加

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、

震
災
復
興
住
宅
再
建
単
独
支
援

（
２
億
１
６
５
万
円
）、
キ
ャ
ン

プ
場
整
備
（
１
億
６
８
０
０
万

円
）、
サ
ケ
遡そ

上じ
ょ
う

等
阻
害
対
策

（
６
８
０
０
万
円
）、
共
同
利
用

漁
船
等
復
旧
支
援
（
５
６
１
４

万
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

地方交付税

村 債

諸 収 入

地方譲与税

使用料及び
手 数 料

そ の 他

総 務 費

そ の 他

災害復旧費

県 支 出 金

1億5284万円

収入済額 予 算 額 収入済額予 算 額

0 １億 ２億 ３億 ４億 ５億 ６億 ７億 0７億 ６億 ５億 １億２億３億４億

予算額
収入済額

予算額
支出済額

※その他…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡
所得割交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金、分担金及び負担金、寄付金

※その他…労働費、諸支出金、予備費

歳入 歳出一　 般　 会　 計
予算額   218億8642万円

収入済額   24億7904万円
（収入率   11.3％）

支出済額   17億2990万円
（支出率   7.9％）

議 会 費

村債残高46億312万円（村民１人当たり122万6,844円）
のうち35億2139万円は交付税算入が見込まれるため、
実質残高は10億8173万円（同28万8,308円) となります

2063万円

0万円

1476万円

1737万円

1902万円

1300万円

1568万円

82億1817万円

31億7824万円

5億4970万円

3億3571万円

5100万円

3200万円

3041万円

2902万円

2124万円

66億5372万円 1億7620万円

34億5449万円 2億7069万円

23億7813万円 3億5959万円

20億1828万円 9750万円

5017万円 2660万円

0万円

地方消費税
交 付 金

　村は、皆さんに納めていただいた村税や国・県からの補助金などを財源にし
て、さまざまな事業を実施しています。平成25年度上半期（平成25年４月１日
～９月30日）の村予算の執行状況や基金、村債の現在高などについてお知らせ
します。詳しい内容は総務課（☎34-2111　内線12）に問い合わせてください。

平成25年度

※端数処理の関係で、合計額に若干の差が出ます

■村債現在高の状況（平成25年９月30日現在）

普通債
31億2732万円

（67.9％）

その他
14億1773万円

（30.8％）

災害復旧債
5806万円
（1.3％）

総額
46億 312万円

過疎対策
17億7922万円

（38.7％）

農林水産業
6億8601万円

（14.9％）

教育
4億7886万円

（10.4％）土木
5972万円

（1.3％）

臨時財政対策
13億8280万円

（30.0％）

減税補てん
2670万円 （0.6％）

臨時財政特例
33万円 （0.0％）

臨時税収補てん
791万円 （0.2％）

補助災害復旧
４919万円

（1.1％）

単独災害復旧
887万円

（0.2％）

施設整備
625万円

（0.1％）

の
他
、
村
道
和
野
平
井
賀
線
避

難
誘
導
施
設
整
備
（
５
５
０
０

万
円
）、
島
越
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
用
地
造
成
（
５
４
７
０
万

円
）、
村
道
和
野
平
井
賀
線
道

路
改
良
舗
装（
４
７
２
０
万
円
）

な
ど
を
追
加
し
ま
し
た
。

1億9222万円1億1699万円

1億2803万円

54億 619万円

農 林 水
産 業 費

309万円

40億8063万円

※端数処理の関係で、合計額に若干の差が出ます

▼基金の状況
種　　別 増　減 合　　計

財政調整基金 0 23億5496万円

収入証紙購入基金 0 100万円

村民研修基金 0 2317万円

ふるさと基金 0 671万円

村債管理基金 0 2億5645万円

福祉基金 0 1億2830万円

土地開発基金 0 2932万円

福祉医療資金貸付基金 ー43万円 157万円

花笑みの村基金 0 1300万円

庁舎及び公共施設整備資金 0 2億5563万円

田野畑むらづくり基金 269万円 2879万円

育英の森造成基金 0 182万円

東日本大震災災害復興基金 746万円 1億5189万円

思惟の森交流基金 0 578万円

東日本大震災津波復興基金市町村交付金基金 0 7億2880万円

東日本大震災復興交付金基金 ー4億6366万円 128億5824万円

災害援護
4840万円

（1.0％）

5153万円国庫支出金

989万円

財 産 収 入

民 生 費

土 木 費

公 債 費

教 育 費

衛 生 費11億5868万円 5378万円

8億2091万円

5億5347万円

5億2464万円 5911万円

1億9021万円

商 工 費1億6737万円

消 防 費

7785万円

辺地対策
6887万円

（1.5％）

繰 入 金

繰 越 金 3億8795万円

村 税

37億1450万円16億5937万円

1億6115万円

2億8005万円
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感
染
を
防
ぐ
に
は

　

日
ご
ろ
か
ら
の
心
掛
け

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
場
合
、

特
に
体
力
が
な
い
子
ど
も
や
高
齢
者
、

妊
婦
は
重
症
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染

し
な
い
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
予

防
が
大
切
。
次
の
❶
〜
❹
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

❶
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
る

　 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
い
つ
流
行
す

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
は

効
果
が
出
る
ま
で
に
約
２
週
間
か
か

り
、
約
５
カ
月
持
続
し
ま
す
（
個
人

差
が
あ
り
ま
す
）。
流
行
し
て
か
ら

で
は
な
く
、
早
め
に
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
感
染
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
家
族
な
ど
周
囲
の
大

人
が
接
種
す
る
こ
と
も
と
て
も
重
要

で
す
。

❷
う
が
い
・
手
洗
い
を
こ
ま
め
に

　 

　
外
出
後
だ
け
で
な
く
、
せ
き
や
く

し
ゃ
み
が
出
た
後
も
う
が
い
・
手
洗

い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❸
マ
ス
ク
の
着
用

　 

　
外
出
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
な
る
べ
く
人
ご
み
を
避
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み

が
出
た
ら
周
り
の
人
へ
の
感
染
を
防

ぐ
た
め
、
マ
ス
ク
を
必
ず
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。

❹
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　 

　
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
や
体
力
を

高
め
る
た
め
に
は
、
十
分
に
休
養
を

取
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
規
則
的
な
生

活
を
送
り
、
感
染
し
な
い
体
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
そ
れ
で
も

　

感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
う
が
い
や
手
洗
い
、
予
防
接
種
な
ど
、

予
防
を
し
て
い
て
も
感
染
し
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
も
し
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
次
の
❺

〜
❻
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❺
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診

　 

　
急
な
発
熱
な
ど
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　朝晩の冷え込みが増してきました。これから
の季節は空気が乾燥し、インフルエンザの感染
が心配されます。一人一人が気を付けることで、
感染や拡大を防ぐことができるインフルエンザ。
日ごろから予防を心掛けましょう。

感
染
の
疑
わ
れ
る
症
状
が
現
れ
た
ら
、

早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
受
診
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
の
着

用
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❻
自
宅
で
安
静
に
し
て
休
養

　 

　
新
た
な
感
染
者
を
で
き
る
だ
け
増

や
さ
な
い
よ
う
外
出
を
自
粛
し
、
医

師
の
指
導
に
従
っ
て
自
宅
で
安
静
に

し
て
休
養
。
熱
が
下
が
っ
て
も
感
染

力
が
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
少
な
く
と
も
熱
が
下
が
っ
て

か
ら
２
日
目
ま
で
、
で
き
れ
ば
発
熱

や
せ
き
な
ど
の
症
状
が
始
ま
っ
た
日

か
ら
８
日
目
ま
で
は
外
出
を
控
え
ま

し
ょ
う
。

◆�

問
い
合
わ
せ
先
…
保
健
福
祉
課
（
☎

33
－

３
１
０
２
）

インフルエンザ
予防しましょう

予防接種は早めに受けましょう

効果が出るまで約２週間は必要

　村診療所はインフルエンザの予防接種を
実施しています。接種回数は１回（ただし
13歳未満は２回）。ワクチンが無くなりし
だい終了しますので、早めの接種をお願い
します。
◆�実施期間…平成26年１月31日㈮まで（水

曜日午後、土日祝日、年末年始を除く）
◆対象…満１歳以上の村民
◆接種料…無料
◆�受付時間
　○高校生以下…午後４時～４時30分
　　（月・木・金曜日のみ）
　○一般…午前９時～11時30分
　　　　　午後２時30分～４時
◆�持ち物…予診票、高校生以下は母子健康

手帳、予防接種手帳（65歳以上で持って
いる人）

◆�村診療所以外での接種を希望する人は、
事前に保健福祉課までご連絡ください

インフルエンザの症状は…

　・38℃以上の発熱

　・頭痛、筋肉痛、関節痛など

　併せて普通の風邪と同じように、のどの

痛み、鼻水、せきなどの症状も出ます。子

どもは、まれに「急性脳炎」、高齢者や免疫

力が低下している人は「肺炎」を併発する

など、重症になる危険もあります。

　
大
震
災
以
降
、
村
に
は
他
自
治
体
か
ら
心
強
い
派
遣
職
員
の

皆
さ
ん
が
駆
け
付
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
建
設
第
一
課
と
建
設

第
二
課
で
尽
力
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
４
月
の
着
任
者
も
含
め
、
現
在
10
人
）

細川 聡
あきら

建設第二課
技師　　　

（復興庁）

工藤 真
し ん

也
や

建設第二課
技師　　　

（青森県藤崎町）
佐々木 剛

つよし
建設第一課
主査　　　

（盛岡市）

藤川 健
たけし

建設第一課
技師　　　

（復興庁）

上西 智
と も

春
は る

建設第一課
主査　　　

（岐阜県高山市）

佐藤 真
し ん

也
や

建設第一課
主任　　　

（埼玉県深谷市）

応
援
団

　
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
（
本
社
東
京
都
、
泉
谷
直な

お

木き

代
表
取
締

役
社
長
）
か
ら
村
に
、
震
災
復
興
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
向
け
た
寄
付
金
１
０
０
万
円
が

届
き
ま
し
た
。
贈
呈
式
は
10
月
３
日
、
村

民
サ
ロ
ン
室
で
行
わ
れ
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

㈱
の
菅
原
允ま

こ
と

岩
手
支
社
長
か
ら
石
原
弘ひ

ろ
し

村

長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
10
月
５
、
６
の
両
日
に
開
催

し
た
村
復
興
祈
念
祭
で
活
用
。
村
の
皆
さ

ん
に
笑
顔
と
元
気
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
か
ら
の
寄
付
金
を
活
用
し
て
製
作
し
た

■寄付金の使用内容

内容 金額（円）

打ち上げ花火 500,350

軽飲食サービス 144,074

もちまき賞品 100,000

自治協議会等出店補助 89,027

復興ポロシャツ製作 167,410

計 1,000,861

※�寄付金額を超えた861円は、村復興祈念
祭実行委員会が負担

「
復
興
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」。
胸
元
に
は
、
復
興

祈
念
祭
に
出
演
し
た
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
松
安
知と

も

行ゆ
き

さ
ん
が
書
い
た

「
一
歩
一
歩
」
と
い
う
文
字
を
プ
リ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。

　
村
復
興
祈
念
祭
実
行
委
員
会
で
は
現
在
、

こ
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
（
半
袖
）
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
販
売
価
格
は
１
枚
２
０
０
０
円

（
税
込
み
）。
１
枚
に
つ
き
５
０
０
円
は
、

村
の
災
害
復
興
基
金
に
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
購
入
し
た
い
人
は
、
実
行
委
員
会
事
務

局
（
役
場
復
興
対
策
課
内
）
で
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
白
…
サ
イ
ズ
Ｍ
・
Ｌ
・
LL

◆
黒
…
サ
イ
ズ
Ｍ
・
Ｌ

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
か
ら
支
援

村
復
興
祈
念
祭
に
活
用

ポロシャツ発売中

全
国
か
ら
力
強
い田野畑村の１日も早い復興のため全力

で頑張ります。よろしくお願いします。
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Tanohata　Topics

２年生は「くさはらのなかまたち」でライオンやネズミになりきって演じた

　田野畑中学校の２年生31人が９月26、27

の両日、村内で職場体験「２Daysトライア
ル」を行いました。生徒はホテル羅賀荘や
アズビィ図書室など９カ所で仕事を体験。
若桐保育園では熊谷美

み

咲
さ き

さんが「子供たち
と一緒に遊ぶと楽しい」と笑顔。大川友

と も

美
み

さんは「将来は保育士になりたい」と自分
の夢を話していました。生徒たちは初めて
の仕事に戸惑いながらも最後まで真剣。そ
れぞれが職業への理解を深め、進路の目標
が今まで以上に明確になったようでした。

（文：工藤鈴斗君、畠山玄君）

中学生が将来に向け一歩前進

色を付けた模型を見ながら思い出話で笑顔があふれる

　「失われた街」模型復元プロジェクト記憶
の街ワークショップが９月30日から10月６

日まで、中学校仮設集会所や旧島越児童館
などで開かれました。神戸大と早稲田大の
学生が、航空写真などを基に震災前の島越
地区を再現。地域の皆さんが「屋根は青色
だった」「ここで泳いだ」などと思い出を
話しながら模型に色を付けていきました。
実行委員の阪本昌

ま さ

則
の り

さん（神戸大）は「記憶
や思い出が忘れ去られることなく、未来に
受け継がれてほしい」と願っていました。

模型で震災前の島越地区再現

　田野畑小学校（大芦教
の り

子
こ

校長、児童161人）
の学習発表会が10月20日に開催されました。
１年生から６年生までそれぞれが、劇や歌、
演奏などで練習の成果を発揮しようと一生
懸命。１年生は「おおかみと七匹の子やぎ」
をかわいらしく、６年生は三閉伊一揆を題
材にした劇「私たちの中に生き続けるもの」
で迫真の演技。訪れた多くの保護者や地域
の人たちからは温かい拍手が送られました。
最後は全校児童が「ふるさと」を合唱。き
れいなハーモニーが会場を包み込みました。

児童熱演に会場は温かい拍手

小学生から大人までの約30人が参加（試合結果：赤14－白５）

　がんばろう田野畑！耐久ソフトボール大
会（村体育協会など主催）が10月14日、村
営野球場で開催されました。集まった約30

人が「赤・がんばろう田野畑」と「白・復
興！たのはた」に分かれて対戦。試合は序
盤から好プレー珍プレーの連続。一投一打
に歓声と笑いがおこり、球場は和やかな空
気に包まれていました。中村亘

わたる

さん（38）＝
沼袋＝は「久々に体を動かして楽しめまし
た。来年はもっと多くの人に参加してほし
いですね」と心地よい汗を流していました。

野球場一投一打に歓声と笑い

若桐保育園で入園児を
おんぶし、優しく語り
掛ける熊谷美咲さん

（撮影：畠山玄君）

若桐保育園で食事補助
に挑戦する熊谷美咲さ
ん（撮影：工藤鈴斗君）

僕たちが取材しました
　
取
材
先
で
見
た
同
級
生
た
ち

が
、
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を

取
材
す
る
こ
と
が
で
き
、
す
ご

く
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
は
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
就

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
き
、
写

真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
て
す
ご

く
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

行
事
や
大
会
な
ど
に
取
材
に
行

き
、
多
く
の
人
と
交
流
で
き
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
就

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

畠山  玄
げ ん

君工藤  鈴
れ い

斗
と

君

生徒たちの熱演に会場は大きな感動に包まれた

　田野畑中学校（関向正
ま さ

俊
と し

校長、生徒105

人）の文化祭が10月27日に開催されました。
今年のテーマは「With one accord ～新た
な伝統を～」。午前中の合唱コンクールは、
クラスごとに課題曲と自由曲を合唱し、体
育館に美しいハーモニーを響かせました。
午後は全校生徒が役者やスタッフを担当す
る全校創作劇「山間のかなたに～生命の架
け橋のむこう側に～」を上演。命を守るた
め橋を架けることを諦めなかった人たちの
姿を熱演し、会場を感動に包み込みました。

全校生徒の創作劇に会場感動
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お知らせ
火　災

（９月21日～10月21日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　１件
無火災の連続記録
（10月21日現在） 225日

人口と世帯
10月１日現在 (　) は前月比

 人口　  3,752人（- 9）
 　男　  1,851人（- 6）
 　女　  1,901人（- 3）
 世帯  1,433世帯（- 2）

お知らせ
　仕事、お金、病気、人間関係
や法律など生活の困りごとに無
料でお答えします。村外の専門
家が対応し、秘密は守られます
ので、安心してご相談ください。
◆�日時…11月21日㈭
　　　　午前10時～正午
◆�場所…村保健センター
◆�申込期限…11月20日㈬
※ 申し込まなくても相談できま

すが、申込者優先となります
◆�申し込み・問い合わせ先…あ

すからのくらし相談室・宮古
（☎0193-64-2400）、保健福祉
課（☎33-3102）

   くらしのなんでも相談会を開催

◆検査結果（測定日・10月15日）

測定場所 平均測定値
（マイクロ　

シーベルト／時）

田野畑小学校 0.066

田野畑中学校 0.072

たのはた児童館 0.057

若桐保育園 0.068

役場 0.092

アズビィ楽習センター 0.084

村営野球場 0.031

思惟大橋公園 0.051

北山崎園地 0.057

山海ろばたハウス 0.089

鵜の巣断崖園地 0.073

放射性物質濃度検査
全箇所で目安以下

◆�調査結果…文部科学省による
校庭、園庭の空間線量率目安

（１時間当たり１マイクロシ
ーベルト）を下回りました

◆�問い合わせ先…生活環境課
（☎34-2114　内線20）

　男性が自らの健康に気を配り
ながら元気に暮らせるように、
料理教室を開催します。
◆日時…11月13日㈬
　　　　午後６時～８時
◆場所…保健センター
◆対象…料理に興味のある男性
◆定員…15人
◆講師…村食生活改善推進員
◆申込期限…11月７日㈭
◆参加料…350円（テキスト代）
◆持ち物…エプロン
◆�申し込み・問い合わせ先…保

健福祉課（☎33-3102）

   男性対象に料理教室を開催

　11月は児童虐待防止推進月間
です。児童虐待の相談件数は全
国的に年々増加。子どもが犠牲
になる悲惨な事件も多くなって
います。「気になる」「おかしい」
と感じたとき、子育てに悩んだ
ときは、すぐに相談窓口に連絡
してください。地域の将来を担
う子どもの健やかな成長を地域
全体で見守りましょう。
◆�相談窓口…生活環境課（☎
34-2114）、 保 健 福 祉 課（☎
33-3102）、村子育て支援セン
ター（☎37-3577）、宮古児童
相談所（☎0193-62-4059）

   児童虐待はすぐに通報を

◆�日時…11月29日㈮　午前10時
30分～正午（受付は11時まで）

◆�場所…宮古市総合福祉センタ
ー（宮古市小山田2-9-20）

◆申込期限…11月15日㈮
◆�申し込み・問い合わせ先…保

健福祉課（☎33-3102）

   義肢などの巡回相談を開催

　県民の皆さんと県議会議員と
の意見交換会「本音で語ろう県
議会」を開催します。誰でも参
加できますので、お誘い合わせ
のうえ、ご来場ください。
◆�日時…11月13日㈬
　午後６時30分～８時30分
◆�場所…アズビィ楽習センター
◆�問い合わせ先…県議会事務局

議事調査課（☎019-629-6021）

   本音で語ろう県議会を開催

　11月９日は「119番の日」。119

番通報の際は、「火事ですか？
救急ですか？」と問い掛けます。
通報者の名前と電話番号の他に
次のような質問をしますので、
落ち着いて答えてください。
◆火災の場合
　●住所（近くの目標物など）
　●何が燃えているのか？
　● 逃げ遅れた人、けが人はい

ないか？
◆救急の場合
　●住所（近くの目標物など）
　●誰がどうしたのか？
◆救助の場合
　●住所（近くの目標物など）
　●どのような事故か？
　● けが人の状態、人数は？
◆�その他…119番通報の訓練は、

随時受け付けています。詳し
くは問い合わせてください

◆�問い合わせ先…消防田野畑分
署（☎34-2100）

   11月９日は「119番の日」
　11月９日から15日まで「消す
までは 心の警報 ＯＮのまま」
をスローガンに、秋の全国火災
予防運動を展開します。風が強
く空気が乾燥し、火災の起こり
やすい気象状態が続く季節。家
の周りには燃えやすい物を置か
ないようにしましょう。外出や
就寝のときは、火の元の確認を
忘れないでください。
◆火災予防三つの習慣
　①寝たばこは絶対にやめる
　② ストーブは燃えやすい物か

ら離れた位置で使用する
　③ ガスこんろなどのそばを離

れるときは必ず火を消す
◆火災予防四つの対策
　① 逃げ遅れを防ぐため住宅用

火災警報器を設置する
　② 寝具や衣類、カーテンから

の火災を防ぐため防炎製品
を使用する

　③ 火災を小さいうちに消すた
め消火器などを設置する

　④ 高齢者や体の不自由な人を
守るため隣近所の協力体制
をつくる

◆�問い合わせ先…消防田野畑分
署（☎34-2100）

   火災予防を心掛けましょう

　住宅用火災警報器の設置が、
平成23年６月に義務化されまし
た。火災の早期発見、大切な命
を守るため、住宅用火災警報器
を設置しましょう。
◆�届け出…設置した人は、田野

畑分署に届け出てください。
来署するほか、電話やFAXで
も届け出が可能です

◆�その他…消防署は、警報器や
消火器などの訪問販売は行っ
ていません。悪質な訪問販売
には十分注意してください

◆�届け出・問い合わせ先…消
防 田 野 畑 分 署（☎34-2100、
Fax34-2354）

   住宅用火災警報器の設置を

　村は、住宅の耐震診断や耐震
改修の費用を助成しています。
耐震基準が変わった昭和56年以
前に建てた住宅は、地震に対し
て弱い危険性があります。まず
は専門家による耐震診断を受け
ましょう。診断の結果、地震に
弱いことが分かったときは耐震
改修をしてください。尊い命や
財産を守るため、地震対策を進
めましょう。
◆�対象…昭和56年５月31日以前

に建築した木造住宅
◆助成額
　①�耐震診断…１棟当たりの診

断費３万円のうち２万７千
円を助成（本人負担 3 千円）

　②�耐震改修…１棟当たり最大
で60万円を助成（改修内容
で異なります）

◆�申し込み・問い合わせ先…建
設第二課（☎34-2113 内線47）

   住宅の耐震化費用を助成中

　ホテル羅賀荘「友の会」会員
の皆さまには長年、当ホテルを
ご利用いただき感謝いたします。
弊社では、震災後の営業再開を
機に「友の会」会員制度を廃止
させていただくことにしました。
廃止に伴い、皆さまからお預か
りしている入会金を返金いたし
ます。お手数をお掛けしますが、
会員証券を持参のうえ、ホテル
羅賀荘で手続きをお願いします。
◆返金期限…平成26年３月31日
◆�問い合わせ先…㈱陸中たのは

た ホテル羅賀荘（☎33-2611）

   羅賀荘「友の会」の皆さまへ

　ホテル羅賀荘では、次のとお
り従業員（契約社員・パート）
を募集しています。
◆�職種…夜の後片付け業務
◆�人数…若干名（年齢や経験は

問いません）
◆�給与…時給665円～800円
◆�勤務時間…午後７時～午前０

時
◆�加入保険…雇用、労災、健康、

厚生
◆�応募期限…11月30日㈯
◆�応募方法…電話で申し込んで

ください
◆�応募・問い合わせ先…㈱陸中

たのはた　ホテル羅賀荘（☎
33-2611　担当：高木）

   ホテル羅賀荘で従業員を募集

　ＮＨＫＢＳプレミアムの
番組「きらり！えん旅」で、
宮川大助・花子さんが本村
にやってきます。11月14日
㈭～16日㈯の３日間、村内
で撮影を行いますので、見
かけたら気軽に声を掛けて
ください。16日には、アズ
ビィホールで漫才ミニライ
ブを開催。入場には整理券

（６日から配布）が必要です。
◆�ライブ日時…11月16日㈯
　午後１時～２時
◆�整理券配布場所…役場、

教育委員会（配布は１人
２枚まで）

   宮川大助・花子さんが来村
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おめでた　　 おくやみ

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (11月20日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で８名様に、復興祈念
祭の出演者から頂いたサイン色
紙が当たります。

Ｑ�１　田野畑中学校２年生の職
場体験。工藤鈴斗君と畠山玄
君が体験したのは？

　　Ａ）若桐保育園での保育
　　Ｂ）広報たのはたの取材

Ｑ�２　復興祈念祭で頂いたサイ
ン。誰のサイン色紙がほしい？

　（Ａ～Ｄの一つを選んでください）
　

■前号（10月号）の正解
　Ｑ１→Ａ、Ｑ２→Ｂ
■当選者（敬称略）
　※福田こうへいさんのサイン色紙
　�上山明美（田野畑）、橋本花音

（真木沢）、小長根香奈子（机）、
佐々木精儀（菅窪）、中村幸枝

（浜岩泉）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（10月21日現在）3091万2,904円

500件（村内106件、県内140件、県外254件）

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ
をご覧いただくか、総務課（☎34-2111   内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー　　　　　　　 期間：11月２日㈯～12月２日㈪

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

11月
２日 ㈯

診療所休診 診療所

田野畑村教育の日のつどい アズビィホール 9:00 ～
12:00 教育委員会

村民文化展（５日まで） アズビィ楽習センター 9:00 ～
18:00 教育委員会

６日 ㈬ アズビィ健康スポーツ教室
「バドミントン教室」

アズビィ体育館
（毎週水曜日）

20:00 ～
21:00 教育委員会

８日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「ヨガ教室」 アズビィホール 18:30 ～

20:30 教育委員会

９日 ㈯ オリンピックデー・フェスタ
in 田野畑 アズビィ体育館 9:30 ～

13:00 教育委員会

11日 ㈪ アズビィ健康スポーツ教室
「卓球・ソフトバレー教室」

アズビィ体育館
（毎週月曜日）

19:30 ～
21:00 教育委員会

15日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「ヨガ教室」 アズビィ体育館 18:30 ～

20:30 教育委員会

16日 ㈯ NHKBSﾌﾟﾚﾐｱﾑ「きらり！えん旅」
宮川大助・花子漫才ミニライブ アズビィホール 13:00 ～

14:00
政策推進課
　（内線62）

20日 ㈬ 乳児健診 健診センター 13:00 ～
15:30 保健福祉課

25日 ㈪ 巡回健康相談 沼袋地区公民館 10:00 ～
11:30 保健福祉課

26日 ㈫ 人権フェスタinたのはた
映画「だいじょうぶ３組」上映会 田野畑中学校 13:40 ～

16:00
生活環境課
　（内線21）

12月
２日 ㈪

国民健康保険税６期納期限 税務会計課
　（内線31）

介護保険料６期・後期高齢者医
療保険料５期納期限

生活環境課
　（内線22）

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102

はまなす号巡回カレンダー　        期間：11月20日㈬～21日㈭
◆はまぎくコース（机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

11月20日  ㈬
グループホームつくえ付近 9:40 ～ 10:00
北山地区総合センター 10:10 ～ 10:25

◆たんぽぽコース（真木沢・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

11月20日  ㈬
佐藤進氏宅付近 11:05 ～ 11:20
望洋館 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

11月21日  ㈭
産直プラザ尾肝要 9:45 ～ 10:00
山栄会リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:40
甲地公民館 10:50 ～ 11:05

◆問い合わせ先…教育
　委員会（☎34-2226）

〔平成25年９月届け出分〕
（一部敬称略）

●健やかに　～誕生～
　小長根　愛鈴（あいり）ちゃん

直・奈保子　 机

♥末永く　～結婚～
　三浦　徳人　　羅　賀 

♥羅　賀
　熊谷　知子　　羅　賀

■安らかに　～お悔やみ～
　山　根　順　平（78）　羅　賀
　東　井　雄　造（86）　田野畑

Ａ）松安知行さ
ん Ｂ）小田代直子さ

ん

Ｄ）大沢桃子さ
んＣ）アンダーエイジ

田野畑体育会Ａが年の差約40歳のたすきリレー

■第42回村駅伝競走大会記録一覧（敬称略）
順
位 チーム名 第１区 第２区 第３区 第４区 第５区

順位 3.4㌔ 順位 4.7㌔ 順位 3.1㌔ 順位 2.3㌔ 順位 5.6㌔

１
田野畑体育会Ａ

1時間11分52秒
１

上山　阿登夢
11分47秒

４
畠山　勝男

17分26秒
３

畠山　徳夫
12分49秒

１
熊谷　諒

9分11秒
１

小野　順市
20分39秒

２
沼袋体育会

1時間13分25秒
２

藤島　夢也
13分10秒

２
吉塚　恭次

16分25秒
１

吉塚　公太郎
11分46秒

３
熊谷　宗矩

10分07秒
３

佐々木　潤
21分57秒

３
羅賀体育会

1時間14分42秒
４

小野寺　祥史
14分12秒

１
中村　修

16分22秒
４

大澤　隆成
13分23秒

２
坂下　晴哉

9分37秒
２

川畑　勝也
21分08秒

４
マーメイド切牛

1時間15分22秒
３

熊谷　和宏
13分53秒

３
熊谷　知大

16分57秒
２

和山　雄仁
12分12秒

３
熊谷　学大

10分07秒
４

中田　和利
22分13秒

５
田野畑体育会Ｂ

1時間32分59秒
６

熊谷　里生
15分21秒

６
大木　洋斗

21分44秒
５

八角　達成
13分52秒

５
根木地　巧

11分38秒
６

佐々木　栄春
30分24秒

ー
平井賀ボトラーズ

７
田野畑　昭宏

18分49秒
５

大澤　健
21分16秒

６
中里　知宏

14分44秒
ー 棄権 ５

畠山　明
25分56秒

ー
はまなすＲＣ

５
佐々木　賢司

15分10秒
ー 棄権 ７

和山　宗博
15分57秒

６
千葉　松男

12分34秒
７

牧原　亨
31分19秒

た
す
き
を
つ
な
ぐ

熱
き
戦
い

　
第
42
回
村
駅
伝
競
走
大
会
（
村
体
育
協
会

主
催
）
が
10
月
27
日
、
旧
浜
岩
泉
児
童
館
付

近
か
ら
明
戸
地
区
ま
で
の
５
区
間
19
・
１
キ

ロ
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
た
す
き
を

つ
な
ぐ
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
優

勝
は
田
野
畑
体
育
会
Ａ
。
１
区
の
上
山
さ
ん

が
区
間
賞
の
走
り
で
ト
ッ
プ
に
立
つ
と
、
４

区
５
区
で
も
区
間
賞
。
５
大
会
ぶ
り
６
回
目

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
走
り
終
え
た
選
手

は
、
走
る
喜
び
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

５大会ぶり６回目の優勝を飾った

田野畑体育会Ａ
選手にインタビュー
１区　上山さん
自分の走りをすることが
できました。優勝できて
素直にうれしいです。

２区　畠山さん
１位でたすきを受け焦り
ました。追い抜かれない
ように必死で走りました。

３区　畠山さん
Ａチームに選ばれたから
にはと思い、足を引っ張
らないように全力でした。

４区　熊谷さん
練 習 の 成 果 が 出 ま し た。
走る機会を与えてくれた
ことに感謝しています。

５区　小野さん
ま さ か 優 勝 で き る と は
思ってもいませんでした。
団結力と気合の優勝です。

監督
畠山輝男さん

３区
畠山徳夫さん

２区
畠山勝男さん

４区
熊谷諒さん

１区
上山阿登夢さん

５区
小野順市さん
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９月
定例会

村議会だより

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
国
保
特
別
会
計
な
ど
６
つ
の
特
別
会

計
決
算
は
、
９
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
決
算
特
別

委
員
会
（
委
員
長
・
中
村
勝
明
議
員
、
副
委
員
長
・
宮
森
鋭
幸
議
員
）
で

審
議
し
た
あ
と
、
最
終
日
27
日
の
本
会
議
で
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

※村議会だよりは広報編集委員会（委員長・中村勝明議員）で編集したものです

　石原村長就任後初の９月定例会は、９月20日から27日までの８

日間の会期で開かれました。定例会初日に村長の所信表明演述が
行われ、その後報告１件、議案９件、原案どおり可決し、２日目
には一般質問議員６名が登壇、村の姿勢を質問しました。又決算
認定７件を審査するため、議長を除く全議員で構成する決算特別
委員会を設置しました。最終日には議案１件、同意案１件、発議
案２件が追加され議案１件、発議案２件が審議され可決されまし
た。なお、同意案１件は起立少数により否決されました。

議
決
し
た
主
な
議
案
等

 

平
成
24
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計 

決
算
を
認
定

■健全化判断比率

比率名 平成24年度 早期健全化
基準

実質赤字比率 ー    15.0％

連結実質赤字比率 ー    20.0％

実質公債費比率 10.8％    25.0％

将来負担比率 15.0％ 350.0％

実質赤字額または連結実質赤字額がない場合は「ー」

●�

集
落
排
水
特
別
会
計
　
歳
出
総
額
２

　 

億
１
７
２
９
万
円
、
予
算
現
額
に
対

す
る
執
行
率
63
・
99
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●�

下
水
道
特
別
会
計
　
歳
出
総
額
３
１

　 

９
７
万
円
、
予
算
現
額
に
対
す
る
執

行
率
90
・
26
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●
介
護
保
険
特
別
会
計

○�

事
業
勘
定
　
歳
出
総
額
４
億
６
１
６

　 

５
万
円
、
予
算
現
額
に
対
す
る
執
行

率
95
・
67
％

○�

サ
ー
ビ
ス
勘
定
　
歳
出
総
額
２
２
３

　 
万
円
、
予
算
現
額
に
対
す
る
執
行
率

88
・
20
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
　
歳
出

総
額
２
８
３
０
万
円
、
予
算
現
額
に

対
す
る
執
行
率
98
・
95
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●�

一
般
会
計
決
算
　
歳
出
総
額
１
８
７

　 

億
２
５
５
４
万
円
、
予
算
現
額
に
対

す
る
執
行
率
83
・
78
％
（
翌
年
度
に

26
億
８
０
４
３
万
１
千
円
を
繰
り
越

す
も
の
）

　
・
起
立
多
数
で
認
定

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

○�

事
業
勘
定
　
歳
出
総
額
５
億
６
３
２

　 

２
万
円
、
予
算
現
額
に
対
す
る
執
行

率
94
・
25
％

○�

直
診
勘
定
　
歳
出
総
額
１
億
３
３
５

　 

９
万
円
、
予
算
現
額
に
対
す
る
執
行

率
91
・
82
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●�

簡
易
水
道
特
別
会
計
　
歳
出
総
額
１

　 

億
５
７
４
１
万
円
、
予
算
現
額
に
対

す
る
執
行
率
65
・
99
％
（
翌
年
度
に

６
２
０
０
万
７
千
円
を
繰
り
越
す
も

の
）

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●�

平
成
24
年
度
田
野
畑
村
の
財
政
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の

報
告
に
つ
い
て

　
財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
比
率
の
公

表
が
行
わ
れ
平
成
24
年
度
の
健
全
化
判

断
比
率
が
次
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
赤
字
で
な
い
た
め
該
当
し
ま
せ
ん

が
、
実
質
公
債
費
比
率
（
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
借
金
の
比
率
）
は
10
・

８
％
で
早
期
健
全
化
基
準
25
・
０
％
を

下
回
り
、
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
負
担
も

含
め
た
今
後
予
想
さ
れ
る
将
来
負
担

比
率
15
・
00
％
で
早
期
健
全
化
基
準

３
５
０
・
０
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
現

在
の
状
況
下
で
は
国
の
基
準
を
大
き
く

下
回
る
健
全
な
財
政
状
況
と
い
え
ま
す
。

●�

岩
手
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
の

協
議
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
平
成
26
年
１
月
１
日
を
も
っ
て
滝
沢

市
に
市
制
移
行
す
る
岩
手
郡
滝
沢
村
を

平
成
25
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
岩
手
県

自
治
会
館
管
理
組
合
か
ら
脱
退
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
。

●�

村
道
路
線
の
認
定
に
関
し
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
田
野
畑
村
羅
賀
（
村
道
田
野
畑
平
井

賀
線
分
岐
点
）
か
ら
田
野
畑
村
羅
賀
ま

で
の
間
を
村
道
野
場
線
と
新
た
に
村
道

に
認
定
し
た
。

●�

村
道
路
線
の
変
更
に
関
し
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
田
野
畑
村
和
野
（
田
野
畑
平
井
賀
線

分
岐
点
）
か
ら
田
野
畑
村
和
野
35
番
地

７
（
海
鳴
台
団
地
）
ま
で
の
間
の
終
点

を
田
野
畑
村
和
野
37
番
地
１
に
変
更
し

村
道
海
鳴
台
線
の
道
路
改
良
工
事
を
行

う
た
め
。

●�

田
野
畑
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
災
害

復
旧
工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　
工
事
請
負
契
約
を
３
９
６
万
６
９
０

０
円
増
額
し
変
更
後
を
１
億
９
４
０
１

万
６
９
０
０
円
と
す
る
も
の
。

　
・ 

受
注
者
　
大
豊
建
設
（
株
）
東
北

支
店

●�

特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
村
長
の
給
料
を
平
成
25
年
10
月
か
ら

平
成
27
年
３
月
ま
で
月
額
19
万
６
５
０

０
円
（
10
分
の
３
）
を
減
額
す
る
も
の
。

●�

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
６
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
５
億
１
９

３
１
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２

１
８
億
８
６
４
１
万
７
千
円
と
す
る
も

の
。
主
な
も
の
は
、
次
ぎ
の
と
お
り
。

　
・  

派
遣
職
員
人
件
費
負
担
金

　
　
　
６
０
０
０
万
円
減
額

　
・ 

旧
岩
泉
高
校
田
野
畑
校
特
別
教
室

棟
等
解
体
事
業

　
　
　
１
２
６
５
万
円
計
上

　
・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
３
億
３
２
４
０
万
８
千
円
追
加

　
・
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基
金

　
　
積
立
金

　
　
　
６
７
６
万
１
千
円
追
加

　
・
岩
手
県
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付

　
　
金
返
還
金

　
　
　
８
７
３
万
１
千
円
計
上

　
・
共
同
利
用
漁
船
等
復
旧
支
援
事
業

　
　
補
助
金

　
　
　
５
１
６
万
４
千
円
追
加

　
・
漁
業
集
落
道
和
野
平
井
賀
線
改
良

　
　
舗
装
事
業

　
　
　
５
５
０
０
万
円
追
加

　
・
田
野
畑
村
観
光
振
興
企
業
経
営
支

　
　
援
補
助
金
（
観
光
船
建
造
整
備
）

　
　
　
９
０
０
０
万
円
追
加

　
・
島
越
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事

　
　
業

　
　
　
５
４
７
０
万
円
計
上

　
・
道
路
除
雪
業
務
委
託
料

　
　
　
１
０
０
０
万
円
計
上

●�

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
２
）
号

　
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
８
６
８
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
５
億
７
１
８
１
万
３
千
円
と
す
る

も
の
。
主
な
も
の
は
、
療
養
給
付
費
等

負
担
金
返
還
金
１
８
６
８
万
５
０
０
０

円
追
加
。

　
直
診
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
71
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

億
４
６
０
４
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
も
の
は
、
医
科
の
庁
用
器
具
購
入

費
47
万
８
千
円
追
加
。

●�

平
成
25
年
度
集
落
排
水
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
１
３
９

万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
７
億
２

９
６
０
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。
主
な

も
の
は
、
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
３
１

２
６
万
４
千
円
計
上
。

●�

平
成
25
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
保
険
事
業
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
３
６
８
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
４
億
７
４
２
０
万
９
千
円
と
す
る
も

の
。
主
な
も
の
は
、
介
護
給
付
費
負
担

金
等
返
還
金
２
７
４
万
３
千
円
追
加
。

●�

平
成
25
年
度
田
野
畑
村
災
害
公
営
住

宅
買
取
事
業
（
羅
賀
地
区
羅
賀
）
に

係
る
基
本
協
定
の
締
結
に
関
し
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
羅
賀
地
区
（
通
称
記
念
林
）
に
災
害

公
営
住
宅
７
棟
を
建
築
す
る
た
め
建
築

す
る
事
業
者
と
基
本
協
定
を
締
結
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

●�

田
野
畑
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　
石
岡
三
郎
委
員
が
平
成
25
年
９
月
30

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
同
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
た
が
起
立

少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
質
問
〉　
石
原
村
長
に
お
け
る
村
政
運

営
の
基
本
方
針
、
方
向
性
を
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
現
下
の
最
大
の
課
題
は
、
人

口
減
少
と
過
疎
に
耐
え
抜
き
な
が
ら
復

旧
・
復
興
を
「
新
生
た
の
は
た
」
へ
と 佐々木 芳利議

員

一　

般　

質　

問



結
び
つ
け
る
こ
と
で
す
。
人

口
が
減
少
す
る
中
で
の
、

生
産
年
齢
の
人
口
が
大

幅
に
減
少
す
る
見
込

み
で
あ
り
、
こ
の
構

造
的
な
変
化
を
想
定

し
た
地
域
づ
く
り
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
東
日
本
大
震
災
は
こ
れ
ま
で

と
は
違
っ
た
人
の
動
向
が
見
ら
れ
、
住

み
続
け
て
も
ら
う
こ
と
、
住
み
た
い
村

へ
と
進
め
、
時
代
・
社
会
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
村
政
が
必
要
で
あ
る
。
過

疎
の
問
題
は
、
労
働
配
分
の
範
囲
が
限

ら
れ
る
こ
と
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
き
ま

す
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
人

生
豊
か
な
多
く
の
先
輩
諸
氏
が
生
き
が

い
を
見
出
し
、
健
康
に
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
、
青
年
・
女
性
が
新
た
な
ジ
ャ

ン
ル
の
開
拓
な
ど
の
人
材
育
成
・
情
報

化
等
の
醸
成
、
支
援
を
し
て
参
り
た
い
。

〈
質
問
〉　
大
震
災
対
応
の
検
証
、
総
括
、

見
直
し
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
３
月
11
日
の
避
難
の
動
向
、

現
状
分
析
・
将
来
な
ど
を
勘
案
し
、
被

災
地
域
毎
の
意
見
集
約
と
現
場
踏
査
等

を
行
う
も
の
で
す
。
防
災
計
画
の
見
直

し
と
併
せ
て
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災

の
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
参
る
作
業
で

す
。
気
象
条
件
や
諸
条
件
を
課
し
な
が

ら
、
防
災
の
検
証
・
総
括
を
す
る
も
の

〈
質
問
〉　
待
機
児
童
は
、
全
国
的
な
問

題
で
も
あ
り
、
本
村
は
４
月
時
点
で
４

名
の
待
機
児
童
、
そ
し
て
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
る
と
現
在
は
さ
ら
に
増
え
８
名
、

二
ケ
タ
と
も
言
わ
れ
、
緊
急
的
な
対
応

が
必
要
と
感
じ
ま
す
が
、
今
後
の
見
通

し
具
体
的
な
考
え
を
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
村
長
就
任
後
、
若
桐
保
育
園

の
保
育
士
、
並
び
に
田
野
畑
児
童
館
の

確
保
は
最
も
即
効
性
の
あ
る
対
策
を
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
協
議
会
に
要

請
し
、
幅
広
い
人
材
の
就
業
の
打
診
を

重
ね
て
い
た
だ
き
現
時
点
で
の
就
業
を

得
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　
運
営
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
的
な
体
制
を

整
え
る
こ
と
、
職
員
の
待
遇
改
善
を
図

る
こ
と
、
人
的
な
基
礎
固
め
を
整
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
質
問
〉　
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
は
、
東
日
本

大
震
災
を
経
過
し
運
営
状
態
は
非
現
実

的
な
も
の
か
ら
徐
々
に
中
味
の
整
っ
た

と
こ
ろ
が
見
え
て
来
て
い
る
が
、
経
営

に
対
す
る
考
え
方
や
対
策
、
戦
略
を
伺

い
た
い
。

〈
村
長
〉　
平
成
24
年
度
の
決
算
第
45
期

実
質
４
か
月
の
営
業
期
間
で
当
期
の
純

利
益
は
７
１
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
現
状
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
農
林

水
産
業
の
持
つ
多
様
な
機
能
、
営
業
資

源
を
有
す
る
ホ
テ
ル
と
し
て
、
そ
の
利

活
用
開
発
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
戦

略
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。

〈
質
問
〉　
本
村
に
は
、
泳
ぐ
場
所
が
な

く
、
そ
の
た
め
か
泳
げ
る
児
童
が
少
な

い
と
聞
い
て
お
り
、
プ
ー
ル
の
設
置
は

必
要
と
感
じ
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
学
校
教
育
以
外
の
教
育
で
身

に
つ
け
る
必
要
性
が
高
い
能
力
と
し
て
、

教
材
の
基
礎
的
な
学
力
の
向
上
、
人
間

関
係
を
築
く
力
、
善
悪
の
判
断
の
力
、

菊地 大議
員

〈
質
問
〉　
災
害
廃
棄
物
は
浜
岩
泉
地
区

な
ど
に
運
搬
さ
れ
、
宮
古
地
区
広
域
へ

と
運
搬
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
現
在
こ
の
廃
棄
物
の
処
理

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
伺

い
た
い
。

〈
村
長
〉　
村
内
の
仮
置
き
場
か
ら
の
搬

出
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
今
後
は
仮
置
き
場

の
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
予

定
で
す
。
仮
置
き
場
の
復
旧
は
、
土
壌

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
必

要
な
措
置
を
講
じ
た
後
、
浜
岩
泉
地
区

の
仮
置
き
場
は
採
草
地
と
し
て
復
旧
、

再
生
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
質
問
〉　
災
害
の
復
旧
・
復
興
事
業
は
、

政
権
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
す
が
見
直
す

必
要
が
生
じ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
復
興
交
付
金
等
の
活
用
に
関

し
て
各
種
復
旧
、
復
興
事
業
、
57
事
業

を
今
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。
現
下
は

こ
の
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
展
開
し
な

が
ら
、
今
後
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、

皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
及
び
審
議
を
す

る
中
で
、
足
す
べ
き
も
の
、
そ
し
て
不

都
合
の
生
じ
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
必

要
な
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
見
直
し
を

し
て
い
く
考
え
で
す
。

〈
質
問
〉　
本
村
に
、
救
援
物
資
や
義
援

金
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々

の
中
に
は
、
公
表
等
を
す
べ
き
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

〈
村
長
〉　
村
に
直
接
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
災
害
義
援
金
の
寄
託
者
の
公
表
は
、

公
表
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
検
討
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
就
任
の

挨
拶
と
義
援
金
へ
の
感
謝
の
意
を
伝
え

る
文
書
を
氏
名
、
住
所
が
わ
か
る
範
囲

内
に
お
い
て
出
す
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
公
表
に
当
た
っ

て
は
、
公
表
の
前
提
と
し
て
匿
名
及
び

そ
の
公
表
に
つ
い
て
の
有
無
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
口
座
に
お
い
て

は
カ
タ
カ
ナ
で
制
限
さ
れ
た
文
字
の
中

〈
質
問
〉　
村
民
に
よ
る
村
民
の
た
め
の

政
策
会
議
で
、
諮
問
会
議
を
つ
く
る
と

し
た
ら
、
い
つ
、
ど
ん
な
メ
ン
バ
ー
で

組
織
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
一
人
の
能
力
と
い
う
の
は
限

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
村
民
参

加
、
そ
の
英
知
を
集
め
る
こ
と
、
政
策

の
選
択
肢
は
そ
の
分
だ
け
広
が
り
、
か

つ
地
域
社
会
が
成
熟
に
向
か
っ
て
、
そ

の
道
し
る
べ
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
も
大
震
災
に
お
け
る
村
民
が
政
策

決
定
の
過
程
に
参
加
す
る
こ
と
、
次
代

を
と
も
に
創
造
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
会
議
の
構
成
等
に
つ
い
て
は

検
討
す
べ
き
事
柄
等
、
柔
軟
に
そ
の
運

営
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
現
時
点
で
案
件
等
、
要
綱
を
つ
く
っ

て
、
付
す
べ
き
事
柄
を
か
け
る
こ
と
で

会
議
で
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
問
題
点

や
我
々
が
専
門
的
な
知
恵
を
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
、
条
例
等
に
伴
う
よ
う
な

考
え
方
で
や
る
場
合
に
は
３
月
を
目
途

に
行
う
が
、
諮
問
会
議
は
、
庁
内
で
の

検
討
会
議
も
あ
り
、
で
き
る
こ
と
は
直

ち
に
対
応
し
柔
軟
な
運
営
を
し
て
参
り

た
い
。

〈
質
問
〉　
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、

平
成
25
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま

で
の
間
、
村
長
の
報
酬
３
割
を
カ
ッ
ト

す
る
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
ほ
か
の
三

役
等
の
特
別
職
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

〈
村
長
〉　
被
災
者
が
仮
設
に
い
る
間
は

苦
楽
を
と
も
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
内
容
を
ご
承
認
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
特
別
職
に

つ
い
て
減
額
は
考
え
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
す
。

宮森 鋭幸議
員

小松山 久男議
員

〈
質
問
〉　
被
災
者
へ
の
医
療
費
、
介
護

保
険
利
用
料
の
免
除
措
置
が
本
年
12
月

ま
で
と
県
、
国
も
な
っ
て
い
る
。
今
後 中村 勝明議

員

で
す
。

〈
質
問
〉　
第
３
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
第
３
セ
ク
タ
ー
は
公
共
性
と

効
率
性
を
両
立
し
、
雇
用
の
創
出
、
地

域
振
興
と
い
う
自
活
の
産
業
づ
く
り
の

経
営
方
式
で
す
。
こ
の
経
営
は
、
業
務

の
外
部
化
、
民
間
企
業
が
参
入
し
に
く

い
地
域
産
業
・
地
域
お
こ
し
で
も
あ
り
、

同
時
に
地
域
経
済
へ
の
支
援
・
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
産
業
育
成
と
い
う
使

命
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

産
業
の
あ
り
方
・
取
り
組
む
べ
き
課
題

等
も
含
め
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
持
つ
使

命
を
果
た
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
へ
の

貢
献
、
変
化
へ
の
対
応
も
図
っ
て
い
く

考
え
で
す
。

自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
、
社
会
生
活

に
必
要
な
常
識
等
、
基
本
的
な
生
活
が

義
務
教
育
の
教
育
調
査
で
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
教
育
活
動
に
共
通
の
も
の
で

あ
り
、
田
野
畑
で
生
ま
れ
育
っ
た
児
童

生
徒
が
教
育
の
機
会
を
持
て
る
と
い
う

こ
と
は
義
務
教
育
の
最
低
限
の
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
村
と
し
て

は
水
泳
教
育
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
教
育
委
員
会
が
プ
ー
ル
整
備
に

関
し
て
整
備
の
方
向
性
や
指
導
体
制
等

を
含
め
な
が
ら
多
面
的
に
検
討
に
入
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

で
表
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
募
集
は
本
年
の
３
月
31
日
で
一
端

閉
架
し
て
い
る
と
こ
、
こ
の
経
年
を
ど

う
相
手
に
伝
え
る
か
と
い
う
問
題
も
あ

り
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

し
っ
か
り
考
え
な
が
ら
、
そ
の
上
で
ま

ず
今
や
れ
る
こ
と
は
就
任
の
挨
拶
と
義

援
金
へ
の
感
謝
を
伝
え
る
文
書
を
検
討

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

の
動
向
を
村
と
し
て
ど
う
把
握
し
、
今

後
ど
う
い
う
見
通
し
を
立
て
て
い
る
か

伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
現
在
国
、
県
の
財
政
支
援
は

減
免
額
の
８
割
を
国
が
補
助
し
、
残
り

２
割
を
市
町
村
が
負
担
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
お
り
、
臨
時
特
例
的
に
県
が

市
町
村
負
担
の
半
分
を
補
助
す
る
こ
と

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
負
担
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
保
会
計
及
び
介
護

保
険
会
計
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

１
月
以
降
に
つ
い
て
は
国
、
県
の
今
後

の
制
度
支
援
策
の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
参
り
た
い
。

〈
質
問
〉　
南
部
三
閉
一
揆
発
祥
の
地
、

弥
五
兵
衛
、
太
助
を
生
ん
だ
村
と
し
て
、

こ
れ
を
村
の
産
業
振
興
、
あ
ら
ゆ
る
面

に
生
か
さ
な
い
手
は
な
い
と
思
う
わ
け

で
す
が
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
展
望

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

〈
教
育
長
〉　
各
地
区
に
存
在
す
る
文
化

的
資
源
は
、
ア
ズ
ビ
ィ
プ
ラ
ン
21
の
冊

子
の
中
に
も
載
せ
て
い
ま
す
。
各
地
区

毎
に
掘
り
下
げ
て
い
た
だ
き
、
田
野
畑

地
元
学
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
講
師
等
を
招
い
て
学
習
や
体
験
活

動
等
行
う
場
合
は
費
用
も
予
算
化
し
て

い
ま
す
。
今
後
こ
れ
ら
の
事
業
あ
る
い

は
予
算
等
を
活
用
し
な
が
ら
充
実
し
た

芸
術
文
化
活
動
を
提
供
し
て
い
く
取
り

組
み
を
し
て
参
り
た
い
。

〈
質
問
〉　
就
学
援
助
制
度
の
果
た
し
て
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い
る
役
割
、
そ
し
て
村
の
基
準
等
、
見

直
し
を
求
め
た
い
わ
け
で
す
が
見
解
を

伺
い
た
い
。

〈
教
育
長
〉　
義
務
教
育
の
円
滑
な
運
営

に
資
す
る
と
い
う
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

従
来
の
認
定
基
準
の
ほ
か
に
、
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
世
帯

主
で
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
あ
る

い
は
住
宅
の
被
害
が
全
壊
、
大
規
模
半

壊
以
上
の
被
害
が
あ
っ
た
世
帯
な
ど
の

新
た
な
基
準
に
該
当
す
る
場
合
は
、
平

成
26
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
認
定

が
増
や
さ
れ
、
そ
の
中
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

や
生
徒
会
費
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
認
定
の
仕
方
は
、
以
前
は
民
生
委
員

の
御
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今

は
教
育
委
員
会
の
担
当
者
が
精
査
を
し

て
、
最
終
的
に
私
の
と
こ
ろ
で
認
定
を

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
必
要
な
場
合
は

校
長
、
民
生
委
員
の
意
見
を
聞
く
な
ど
、

そ
う
い
う
場
合
あ
り
ま
す
。
26
年
以
降
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
と
か
生
徒
会
費
等
に
つ
い

て
も
認
定
す
る
か
、
周
辺
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
参
り
た
い
。

た
村
づ
く
り
、
総
合
的
な
土
地
利
用
で

住
宅
の
再
建
、
産
業
の
構
築
を
公
約
さ

れ
た
が
具
体
的
な
方
針
を
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
事
業
等
は
、
今
あ
る
事
業
を

再
評
価
し
、
付
け
加
え
る
事
業
も
加
味

し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
事
業
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
配
置
す
る
の
か
、
新
た
な

総
合
的
な
土
地
利
用
計
画
の
策
定
を
し

な
が
ら
具
体
的
な
事
業
の
計
画
を
し
て

参
り
た
い
。

　
土
地
利
用
は
、
産
業
振
興
を
す
る
上

で
必
要
な
施
設
に
つ
い
て
、
水
産
に

あ
っ
て
は
漁
業
協
同
組
合
と
の
話
し
合

い
を
踏
ま
え
計
画
を
し
、
土
地
利
用
に

反
映
す
る
前
段
と
し
て
、
各
漁
業
協
同

組
合
等
が
施
設
や
土
地
を
ど
の
よ
う
に

利
用
す
る
か
、
そ
れ
が
前
提
と
な
り
、

関
係
機
関
と
の
協
力
を
得
な
が
ら
具
現

化
し
て
参
り
た
い
。

〈
質
問
〉　
古
い
政
治
と
は
ど
ん
な
政
治

か
、
そ
し
て
目
指
す
新
し
い
政
治
と
は

ど
ん
な
政
治
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
有
権
者
の
こ
れ
ま
で
の
古
い

流
れ
を
脱
し
て
ほ
し
い
と
い
う
多
く
の

寄
せ
ら
れ
た
声
に
応
え
た
も
の
で
す
。

古
い
と
は
否
定
で
は
な
く
、
変
わ
り
た

い
、
変
え
た
い
と
い
う
思
い
の
有
権
者

の
心
の
叫
び
だ
と
感
じ
て
お
り
、
一
端

選
挙
と
し
て
有
権
者
の
審
判
を
得
た
こ

の
時
点
で
、
私
は
こ
れ
を
評
価
す
る
こ

と
は
避
け
た
い
。
そ
の
民
意
を
酌
み
取

り
、
村
民
の
た
め
の
行
政
運
営
を
す

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て

ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
と
い
う
表
現
を
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

同
じ
目
線
で
村
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
、
希
望
を
共

有
し
、
と
も
に
歩
む
こ
と
、
そ
う
い
う

政
治
を
目
指
し
て
参
り
た
い
。

〈
質
問
〉　
ア
ワ
ビ
稚
貝
は
26
年
度
よ
り

震
災
前
の
供
給
体
制
に
な
る
計
画
で
す
。

サ
ケ
、
ア
ワ
ビ
と
も
に
放
流
か
ら
約
４

年
後
に
漁
獲
さ
れ
、
長
い
年
月
が
か
か

り
、
村
の
助
成
が
必
要
で
す
。
こ
の
資

源
に
対
す
る
助
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
村
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
本
村
に
お
け
る
主
要
な
魚
類

で
あ
る
サ
ケ
、
ア
ワ
ビ
の
資
源
回
復
に

つ
い
て
は
漁
業
所
得
に
大
き
く
影
響
し
、

村
と
し
て
も
種
苗
確
保
や
購
入
補
助
に

つ
い
て
支
援
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。

ア
ワ
ビ
は
、
被
災
し
た
岩
手
県
栽
培
漁

業
協
会
の
生
産
施
設
の
復
旧
、
稚
貝
出

荷
が
可
能
に
な
り
、
来
年
度
は
従
来
の

半
分
ほ
ど
の
出
荷
量
で
、
27
年
度
に
は

も
と
の
生
産
に
戻
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
種
苗
の
確
保
は
、
積
極
的
に
県
や
協

会
に
働
き
か
け
、
県
の
補
助
事
業
を
見

て
対
応
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。
サ
ケ
、

ア
ワ
ビ
と
も
放
流
し
て
か
ら
三
、四
年

の
漁
獲
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
は

特
に
も
支
援
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

23
災
第
１
７
６
号
机
漁
港
防
波
堤
・

　 

Ｅ
護
岸
災
害
復
旧
工
事
の
変
更
請
負

契
約
の
締
結
に
関
す
る
専
決
処
分
の

報
告
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
を
75
万
９
５
０
円
増

額
し
変
更
後
を
１
億
６
０
１
０
万
円
と

す
る
も
の
。

受
注
者
　
大
豊
建
設
（
株
）
東
北
支
店

▼ 

島
越
地
区
集
落
排
水
施
設
島
の
沢
及

び
大
須
賀
浄
化
槽
整
備
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
島
越
地
区
集
落
排
水
施
設
島
の
沢
及

び
大
須
賀
浄
化
槽
整
備
工
事
の
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
。

　
・
契
約
金
額
　
８
０
８
５
万
円

　
・
請
負
者
　
大
豊
建
設
（
株
）
東
北

　
　
支
店

▼ 

机
浜
番
屋
群
等
再
生
事
業
机
簡
易
水

道
配
水
管
布
設
工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
机
浜
番
屋
群
等
再
生
事

業
机
簡
易
水
道
配
水
管

布
設
工
事
の
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
。

　
・ 

契
約
金
額

　
　
６
４
０
５
万
円

　 
 

・
請
負
者

　
　
　 

大
崎
建
設
（
株
）

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
の
総
額
に
５
１
４
６
万
１

千
円
を
追
加
し
総
額
を
２
１
３
億
５
１

４
７
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。
主
な
も

の
は
、
次
の
と
お
り
。

　
・
村
道
和
野
平
井
賀
線
道
路
改
良
舗

　
　
装
事
業
　
４
７
２
０
万
円
計
上

▼ 

平
成
25
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
の
総
額
に
２
１
０
万
円
を

追
加
し
総
額
を
11
億
８
８
８
０
万
７
千

円
と
す
る
も
の
。
主
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
。

　
・
共
同
利
用
倉
庫
水
道
管
布
設
事
業

　
　
２
１
０
万
円
計
上

〈
質
問
〉　 

総
括
に
よ
る
新
生
た
の
は 中村 芳正議

員

※
第
10
回
臨
時
会
は
１
日
の
会
期
で
開

催
さ
れ
、
議
案
１
件
が
審
議
さ
れ
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
取
得
す
る
目
的
　
災
害
公
営
住
宅
に

供
す
る
た
め
。

○
木
造
戸
建
て
住
宅
４
戸

　
契
約
の
相
手
方
　
代
表
企
業
（
有
）

　
熊
谷
住
建
ほ
か
構
成
員
等
３
者

　
取
得
価
格
６
２
５
３
万
６
９
５
０
円

○
木
造
戸
建
て
住
宅
３
戸

　
契
約
の
相
手
方
　
代
表
企
業
佐
藤
建

　
設
（
株
）
ほ
か
構
成
員
等
３
者

　
取
得
価
格
５
３
９
０
万
９
１
０
０
円

○
木
造
戸
建
て
住
宅
２
戸

　
契
約
の
相
手
方
　
代
表
企
業
熊
谷
建

　
設
（
株
）
ほ
か
構
成
員
等
２
者

　
取
得
価
格
３
８
７
７
万
２
３
０
０
円

○
木
造
戸
建
て
住
宅
１
戸

　
契
約
の
相
手
方
　
代
表
企
業
（
株
）

　
佐
藤
組
ほ
か
構
成
員
等
２
者

　
取
得
価
格
１
９
４
５
万
５
４
５
０
円

第
10
回
臨
時
会

（
８
月
15
日
）

※
第
９
回
臨
時
会
は
１
日
の
会
期
で
開

催
さ
れ
報
告
１
件
、
議
案
３
件
が
審
議

第
９
回
臨
時
会

（
７
月
24
日
）

※
第
８
回
臨
時
会
は
１
日
の
会
期
で
開

催
さ
れ
報
告
１
件
、
議
案
３
件
が
審
議

さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

23
災
第
１
３
３
号
平
井
賀
漁
港
（
羅

賀
地
区
）
第
２
東
防
波
堤
災
害
復
旧

工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関

す
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
を
75
万
９
５
０
０
円

減
額
し
変
更
後
を
１
億
１
８
８
０
万
４

千
円
と
す
る
も
の
。

　
・
受
注
者
　
株
式
会
社
タ
カ
ヤ

▼ 

田
野
畑
村
観
光
船
発
着
施
設
整
備
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
田
野
畑
村
観
光
船
発
着
施
設
整
備
工

事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

　
・
契
約
金
額
　
１
億
１
７
３
９
万
円

　
・
請
負
者
　
株
式
会
社
タ
カ
ヤ

第
８
回
臨
時
会

（
７
月
３
日
）

　
最
終
日
の
９
月
27
日
、
追
加
議
案
と

し
て
議
員
に
よ
る
発
議
案
が
２
件
提
出

さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
件
は
、「
道
州
制
導
入
に
断
固
反

対
す
る
意
見
書
」
で
提
出
者
は
中
村
勝

明
議
員
、
賛
成
者
は
菊
地
大
議
員
・
小

松
山
久
男
議
員
で
す
。
も
う
一
件
は
、

「
被
災
者
の
医
療
窓
口
負
担
の
免
除
継

続
を
求
め
る
意
見
書
」
で
提
出
者
は
中

村
勝
明
議
員
、
賛
成
者
は
宮
森
鋭
幸
議

員
・
菊
地
大
議
員
で
可
決
後
い
ず
れ
も

関
係
省
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

発
議
案
２
件
可
決

　
村
議
会
定
例
会
で
改
選
時
期
を
迎
え

た
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、

政
務
調
査
会
、
議
会
広
報
編
集
委
員
会

の
選
任
が
行
わ
れ
、
任
期
後
半
に
向
け

た
議
会
体
制
が
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
い
ず
れ
も
平
成
25
年
９
月
20
日
か

ら
平
成
27
年
８
月
27
日
ま
で
で
す
。

〈
総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会
〉

　

�

▼
委
員
長
　
中
村
勝
明

　
▼
副
委
員
長　

宮
森
鋭
幸

　
▼
委
員
　
中
村
芳
正
　
小
松
山
久
男

〈
産
業
建
設
常
任
委
員
会
〉

　

�

▼
委
員
長
　
工
藤
求

　
▼
副
委
員
長　

佐
々
木
功
夫

　
▼
委
員
　
佐
々
木
芳
利
　
菊
地
大
　

　
　
上
村
繁
幸

〈
議
会
運
営
委
員
会
〉

　 

▼
委
員
長
　
佐
々
木
功
夫

　
▼
副
委
員
長
　
工
藤
求

　
▼
委
員
　
中
村
勝
明
　
上
村
繁
幸

〈
政
務
調
査
会
〉

　 

▼
会
長
　
佐
々
木
功
夫

　
▼
副
会
長　

中
村
芳
正

　
▼
理
事
　
工
藤
求
　
菊
地
大

　
▼
監
事
　
小
松
山
久
男

〈
議
会
広
頬
編
集
委
員
〉

　 

▼
委
員
長
　
中
村
勝
明

　
▼
副
委
員
長
　
宮
森
鋭
幸

　
▼
委
員
　
中
村
芳
正
　
小
松
山
久
男

任
期
後
半
に
向
け
て

常
任
委
員
会
を
再
編
成
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予
算

　（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
の
総
額
に
１
５
６
２
万
５

千
円
を
追
加
し
総
額
を
２
１
３
億
６
７

１
０
万
円
と
す
る
も
の
。
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
。

　
・
災
害
公
営
住
宅
付
属
設
備
設
置
事

　
　
業
４
６
６
万
７
千
円
計
上

　
・
防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
整

　
　
備
事
業
６
５
４
万
６
千
円
計
上



■
発
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編
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政
策

推
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0
2
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0
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広
報

た
の

は
た

平
成

25年
11月

１
日

№
560

がんばろう！東北　　がんばろう！岩手　　がんばろう！田野畑

　

10
月
号
の
広
報
ク
イ
ズ
へ
の
応

募
は
、
私
が
広
報
担
当
に
な
っ
て

か
ら
最
多
の
27
通
。
快
く
サ
イ
ン

し
て
く
だ
さ
っ
た
福
田
こ
う
へ
い

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
当
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
サ
イ

ン
色
紙
は
近
日
発
送
予
定
で
す
。

お
楽
し
み
に
～
▼
届
い
た
は
が
き

に
は
、
ク
イ
ズ
の
答
え
の
他
に
イ

ラ
ス
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら

れ
た
も
の
が
多
数
。「
広
報
の
届

く
日
が
毎
月
楽
し
み
」「
頑
張
っ

て
」
の
温
か
い
言
葉
に
、
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
当
選

と
な
ら
な
か
っ
た
皆
さ
ん
、
11
月

号
の
広
報
ク
イ
ズ
は
復
興
祈
念
祭

に
出
演
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
サ

イ
ン
色
紙
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
今

回
も
応
募
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▼
復
興
祈
念
祭
と
前
夜
祭
に
甲
地

鹿
踊
の
一
員
と
し
て
出
演
。
舞
っ

た
後
は
取
材
を
す
る
予
定
で
し
た

が
、
激
し
い
踊
り
で
フ
ラ
フ
ラ
に

な
り
断
念
し
ま
し
た
▼
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
も
診
療
所
で
の
接
種
は

無
料
。
早
め
に
受
け
て
、
み
ん
な

で
感
染
や
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

（
政
策
推
進
課　

佐
々
木
和
也
）

163

高橋  晃
こ う

龍
た つ

くん（㊧２歳11カ月）

　　  虎
と ら

志
じ

くん（㊨１歳10カ月）
和美さん・歩美さん＝菅窪＝

お母さんからのひとこと

　２人とも戦隊ヒーローが大好き。いつも一緒で、おもちゃを取り
合いながら遊んでいます。みんなの注目を浴びたい晃龍と、自分の
世界に入り込む虎志。パパのように野球をやり、いつか兄弟がバッ
テリーを組んだ姿を見たいです。まずは２人とも健康に育ってね。


